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四分律刪繁補闕行事鈔断簡　第二紙（大津市・西教寺）



は
じ
め
に

　

豊
か
な
経
典
文
化
を
誇
る
湖
国
・
滋
賀
県
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
奈
良
時
代
の
古

写
経
の
存
在
は
特
筆
さ
れ
る
。
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
長
屋
王
の
所
願
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
大
般
若
経
の
う
ち
、
合
わ
せ
て
二
一
二
帖
が
甲
賀
市
の
太
平
寺
・
見
性

庵
・
常
明
寺
に
分
蔵
さ
れ
て
、
国
宝
お
よ
び
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
大
津
市
の
石
山
寺
に
は
天
平
神
護
二
年
書
写
の
仏
説
浄
業
障
経
（
重
要
文
化
財
・

吉
備
由
利
願
経
）、
天
平
勝
宝
四
年
書
写
の
説
一
切
有
部
倶
舎
論
（
重
要
文
化
財
）、

神
護
景
雲
二
年
書
写
の
十
誦
律
巻
第
五
二
（
重
要
文
化
財
・
称
徳
天
皇
勅
願
経
）
の

単
独
経
典
が
あ
る
ほ
か
、
重
要
文
化
財
石
山
寺
一
切
経
の
中
に
光
明
皇
后
願
経
な
ど

の
奈
良
写
経
が
含
ま
れ
て
い
る
。
長
浜
市
の
布
施
美
術
館
に
は
天
平
一
二
年
書
写
の

仏
本
行
集
経
第
四
一
（
県
指
定
・
光
明
皇
后
五
月
一
日
経
）
を
は
じ
め
五
点
の
奈
良

写
経
が
あ
り
、
他
に
も
大
通
寺
（
長
浜
市
）、
浄
厳
院
（
近
江
八
幡
市
）、
蓮
生
寺
（
守

山
市
）、
大
宮
神
社
（
高
島
市
）、
秀
明
文
化
財
団
（
甲
賀
市
）
な
ど
に
も
存
在
す
る
。

　

そ
し
て
天
台
系
の
古
刹
で
あ
る
大
津
市
の
聖
衆
来
迎
寺
（
比
叡
辻
二
丁
目
四
番
一

二
号
）
と
西
教
寺
（
坂
本
五
丁
目
一
三
番
一
号
）
に
も
、
か
ね
て
か
ら
奈
良
写
経
の

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
。
聖
衆
来
迎
寺
に
は
天
平
一
五
年
書
写
の
不
空
羂
索
神

変
真
言
経
巻
第
三（
県
指
定
・
光
明
皇
后
願
経
）、
注
大
般
涅
槃
経
巻
第
十（
県
指
定
）、

妙
法
蓮
華
経
普
門
品
第
二
十
五
（
県
指
定
）
が
、
西
教
寺
に
は
注
大
般
涅
槃
経
巻
第

八
（
重
要
文
化
財
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
両
寺
に
分
蔵
す
る
注
大
般
涅

槃
経
に
つ
い
て
は
、
僚
巻
の
関
係
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た（
一
）。

　

と
こ
で
、
聖
衆
来
迎
寺
と
西
教
寺
の
両
寺
に
は
実
は
他
に
も
奈
良
時
代
の
筆
跡
と

み
ら
れ
る
古
写
経
の
断
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
断
簡
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
何
の
経
典
の
ど
の
部
分
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
索
し
、
同
定
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
はCBA

T
A

（
中
華
電
子
佛
典
協
會
）
や

SAT

（
東
京
大
学
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
と
い
っ
た
『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
普
及
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
断
簡
化
し
た
経
典
類
の
部
分
検
索
が
容
易
に
な
り
、
実
物
の
文
化
財
と
し

て
保
存
活
用
を
図
る
う
え
で
必
要
な
情
報
が
得
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

　

今
回
、
電
子
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
断
簡
を
検
索
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
寺
伝
で

大
雑
把
に
「
魚
養
経
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
両
寺
本
断
簡
が
と
も
に
、「
四
分
律
刪
繁

補
闕
行
事
鈔
」
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
文
化
財
と
し

て
の
概
要
と
両
者
の
関
係
性
、
他
家
所
蔵
本
と
の
関
係
性
、
ま
た
伝
来
等
に
つ
い
て

の
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

一
、
聖
衆
来
迎
寺
所
有
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡

　

紙
本
墨
書
。
琵
琶
湖
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
断
簡
で
あ
る
が
、
二
か
所
の

虫
損
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
、
本
紙
そ
の
も
の
は
良
好
な
保
存
状
態
で
あ
る
。
現
状

は
巻
子
装
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
紙
・
巻
緒
・
見
返
し
・
裏
打
ち
紙
・
軸
木
・
軸
首（
水

近
江
に
伝
わ
る
奈
良
期
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
抄
に
つ
い
て

　
　
　
　
― 

聖
衆
来
迎
寺
と
西
教
寺
の
伝
来
本 

―
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晶
製
）
な
ど
、
本
紙
以
外
の
す

べ
て
が
後
補
で
あ
る
。
中
央
部

に
折
れ
跡
が
残
っ
て
お
り
、
一

時
期
折
本
装
で
あ
っ
た
履
歴
を

物
語
っ
て
い
る
。

　

料
紙
の
紙
質
に
つ
い
て
は
裏

打
ち
が
な
さ
れ
て
肉
眼
で
は
瞭

然
と
し
な
い
た
め
、
透
過
光
を

通
し
拡
大
鏡
観
察
を
行
っ
た
。

組
織
は
細
か
く
叩
解
さ
れ
た
繊
維
が
緻
密
に
集
ま
っ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

粗
い
繊
維
が
混
じ
っ
て
お
り
、
麻
紙
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

麻
繊
維
を
原
材
料
と
す
る
麻
紙
は
周
知
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
で
製
造
が
開
始
さ

れ
日
本
で
も
奈
良
時
代
の
写
経
に
多
く
用
い
ら
れ
た
が
、
平
安
期
に
は
生
産
が
急
激

に
衰
退
し
て
、
そ
の
後
大
正
期
の
岩
野
平
三
郎
に
よ
る
復
元
ま
で
全
く
用
い
ら
れ
な

く
な
る（
二
）。
料
紙
観
察
の
う
え
か
ら
、
本
品
が
奈
良
時
代
以
前
の
写
経
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
版
式
の
う
え
か
ら
も
時
代
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
。
現
状
は
断
簡
一
紙
一
〇

行
分
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
法
量
は
縦
二
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
二
・
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
墨
界
（
界
幅
二
・
三
㎝
、
界
高
二
五
・
七
㎝
）
を
施
し

て
い
る
が
、
界
線
は
ご
く
細
い
線
で
緊
張
感
を
も
っ
て
引
か
れ
て
お
り
、
近
接
し
て

よ
く
見
な
い
と
、
一
見
無
界
と
見
ま
が
う
ほ
ど
で
あ
る
。

　

一
行
一
六
字
詰
め
で
、
極
め
て
端
正
な
字
体
の
楷
書
に
て
書
写
さ
れ
る
。
わ
が
国

に
伝
来
す
る
写
経
の
字
詰
め
は
一
行
一
七
字
詰
め
が
基
本
で
あ
る
が
、
奈
良
期
以
前

の
書
写
に
限
っ
て
は
、
大
字
の
「
大
聖
武
（
賢
愚
経
断
簡
）」（
一
行
一
二
字
詰
め
）、

「
註
楞
伽
経
」（
一
行
一
〇
〜
一
三
字
詰
め
）
や
、
細
字
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
」（
一

行
三
四
字
詰
め
）
な
ど
の
例
外
が
存
在
す
る
。
一
六
字
詰
め
の
事
例
は
極
め
て
ま
れ

で
あ
る
が
、
聖
衆
来
迎
寺
と
西
教
寺
以
外
の
諸
家
に
蔵
す
る
奈
良
時
代
の
「
四
分
律

刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」
断
簡
が
い
ず
れ
も
一
行
一
六
字
詰
め
の
特
殊
事
例
と
な
っ
て
お

り
、
注
目
さ
れ
る（
三
）。

　

書
写
の
文
字
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
っ
た
姿
形
で
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
な
お
か
つ

謹
厳
で
ま
こ
と
に
堂
々
と
し
た
印
象
を
受
け
る
書
風
で
あ
る
。
奈
良
時
代
後
期
（
八

世
紀
後
半
）
の
書
写
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
渡
来
系
の
写
経
生
の
筆
で
あ
ろ
う
か
、

写
経
所
の
仕
事
と
し
て
は
最
高
峰
の
部
類
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
見
事
な
筆
跡
で

あ
る
。

　

書
写
部
分
の
釈
文
は
次
の
通
り
。

〈
釈
文
〉（
／
は
改
行
箇
所
を
表
す
）

四
。
初
明
体
是
応
法
。
於
事
有
違
故
不
足
数
。
二
／
体
境
俱
非
。
雖
仮
縁
亦
不

足
数
。
三
体
非
僧
用
。
／
於
縁
成
足
。
四
約
縁
有
礙
。
不
妨
成
法
少
分
不
／
足
。

初
明
是
浄
僧
相
違
故
不
足
者
。
四
分
／
不
足
数
中
。
所
為
作
羯
磨
人
。
神
足
。

在
空
・
隠
没
・
／
離
見
聞
処
・
別
住
・
戒
場
・
上
六
人
。
余
者
非
無
此
／
義
。

故
捨
戒
中
。
顛
狂

聾
中
辺
死
人
眠
人
自
／
語
前
人
不
解
並
不
成
捨
。
謂
不
足

数
也
。
今
取
／
他
部
明
文
証
成
。
十
誦
中
。
睡
眠
比
丘
若
聞
／
白
已
睡
者
。
得

成
擯
人
未
白
前
睡
不
足
数
也
。

　

上
記
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
仏
教

典
籍
「
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　

巻
上
」
の
う
ち
、「
足
数
衆
相
篇
第
三
」
の
一

部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
は
中
国
と
日
本
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
仏
教
徒

の
生
活
規
律
で
あ
る
「
四
分
律
」
の
要
点
に
つ
い
て
、
唐
の
僧
・
道
宣
（
五
九
六
〜

六
六
七
）
が
撰
述
し
た
著
作
で
あ
る
。

　
「
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」（
以
下
、
行
事
鈔
と
略
称
）
は
道
宣
の
弟
子
筋
に
あ

た
る
鑑
真
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
で
も
重
用
さ
れ
た
。
そ
れ

を
読
み
、
供
養
す
る
こ
と
の
功
徳
に
つ
い
て
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
の

「
修
行
の
人
を
妨
ぐ
る
に
依
り
て
猴
の
身
を
得
る
縁　

第
二
十
四
」
に
見
え
る
。
こ

（図１）透過光で見た料紙
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の
話
の
前
段
は
、
近
江
国
野
洲
郡
部
内
の
御
上
嶺
に
住
む
陁
我
大
神
（
タ
カ
ノ
オ
ホ

カ
ミ
）
が
、
前
世
の
悪
報
に
よ
っ
て
獼
猴
（
猿
神
）
と
な
っ
た
こ
と
を
僧
に
語
り
、

神
身
離
脱
を
望
む
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
神
仏
習
合
の
初
期
史
料
と
し
て
有

名
で
あ
る
が
、
猿
神
の
依
頼
に
対
し
て
僧
が
供
養
物
を
求
め
た
と
こ
ろ
お
供
え
す
べ

き
も
の
が
な
く
、
猿
は
そ
れ
な
ら
ば
と
、

浅
井
の
郡
に
諸
の
比
丘
あ
り
て
、
六
巻
抄
を
読
ま
ん
と
す
る
が
故
に
、
我
其
知

識
に
入
ら
む（
四
）

と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
湖
北
浅
井
郡
に
比
丘
が
集
ま
っ
て
六
巻
抄
、
す
な
わ
ち
「
四

分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」
を
読
む
法
会
を
催
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
自
分
も
そ
の
知

識
（
講
衆
）
に
加
わ
っ
て
功
徳
を
受
け
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
地
方

社
会
で
行
事
鈔
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
読
む
法
会
が
在
地
で
行
わ
れ
て
い
て
、

か
つ
講
衆
に
は
滅
罪
の
功
徳
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
聖
衆
来
迎
寺

本
が
書
写
さ
れ
た
奈
良
時
代
後
期
に
お
い
て
、
行
事
鈔
が
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
証

と
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
行
事
鈔
の
古
写
本
に
完
本
は
な
く
、
平
安
前
期
に
書
写
さ
れ
た
重
要
文

化
財
の
唐
招
提
寺
所
有
本
で
す
ら
、
巻
下
之
三
の
部
分
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
奈
良

時
代
書
写
の
断
簡
と
し
て
は
他
に
、
国
宝
大
手
鑑
（
陽
明
文
庫
所
有
）
の
中
に
八
行

分
、
田
中
塊
堂
『
日
本
写
経
綜
鑑
』
に
写
真
掲
載
さ
れ
た
個
人
蔵
の
三
行
分
、
お
よ

び
半
蔵
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
有
の
二
行
分
な
ど
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
（
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
後
段
で
再
び
触
れ
る
）。

　

滋
賀
県
内
に
伝
え
ら
れ
た
奈
良
写
経
の
名
品
は
、
大
半
が
国
ま
た
は
県
の
指
定
を

受
け
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
本
品
は
完
品
で
は
な
く
、
一
〇
行
の
み
の
断
簡
と
な
っ

て
い
る
が
、
全
国
的
に
珍
し
い
奈
良
時
代
の
「
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」
の
書
写

本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
令
和
二
年
度
に
滋
賀
県

文
化
財
保
護
審
議
会
に
対
し
て
県
指
定
の
諮
問
を
行
い
、
本
県
の
文
化
史
上
貴
重
な

も
の
と
し
て
指
定
が
適
切

な
旨
、
答
申
を
受
け
た
た

め
、
令
和
三
年
二
月
一
六

日
付
け
で
滋
賀
県
指
定
有

形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
た
。

　

な
お
、
本
品
に
は
平
安

時
代
以
後
に
、
読
み
下
し

の
た
め
に
付
さ
れ
た
訓
点

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

訓
点
の
中
に
は
、
白
点

（
東
大
寺
点
・
返
点
・
句

点
）、
朱
点
（
仮
名
・
喜

多
院
点
・
返
点
・
句
点
）

が
あ
り
、
本
品
が
華
厳
宗

や
法
相
宗
な
ど
、
南
都
系

の
僧
に
よ
っ
て
所
持
さ

れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
来
歴
を
物
語
っ
て
い
る
。

二
、
西
教
寺
所
有
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡

　

紙
本
墨
書
。
現
状
は
断
簡
四
紙
を
他
の
経
典
類
と
と
も
に
古
筆
切
と
し
て
帖
装
の

「
古
写
経
片
紙
集
帖
」
と
外
題
さ
れ
た
手
鑑
に
貼
り
付
け
て
お
り（
五
）、
若
干
の
虫
損

が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
紙
以
外
は
す
べ
て
が
後
補
で
あ
る
。
一
行
分
の
み
の
断
簡
で

あ
る
第
一
紙
を
除
い
て
、
各
紙
と
も
中
央
部
に
折
れ
跡
が
残
っ
て
お
り
、
聖
衆
来
迎

寺
同
様
に
一
時
期
折
本
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（図２）聖衆来迎寺本訓点（白点、朱点）の一部
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料
紙
の
風
合
い
は
肉
眼
観
察
の
限
り
聖
衆
来
迎
寺
に
酷
似
し
て
お
り
、
や
は
り
麻

紙
で
あ
ろ
う
。
現
状
は
褐
色
を
呈
し
て
い
る
が
、
光
を
当
て
て
見
る
と
黄
色
く
染
色

さ
れ
て
お
り
、
黄
麻
紙
と
呼
ば
れ
る
も
の
か
。

　

第
一
紙
は
「
四
句
料
簡
前
三
句
由
不
知
故
得
戒
第
四
句
」
の
一
行
分
一
六
字
の
み

で
法
量
は
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
細
線
の

墨
界
を
施
し
、
界
高
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
界
幅
は
切
断
の
た
め
不
明
。

　

第
二
紙
は
「
由
知
従
此
人
受
戒
不
得
故
不
足
数
所
以
」
か
ら
始
ま
る
一
〇
行
分
で
、

一
行
一
六
字
詰
め
。
法
量
は
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
細
線
の
墨
界
（
界
幅
二
・
三
㎝
〜
二
・
四
㎝
、
界
高
二
五
・
六
㎝
）
を

施
す
。

　

第
三
紙
は
「
即
知
作
法
之
時
窮
問
界
内
俗
人
之
中
頗
有
」
か
ら
始
ま
る
一
〇
行
分

で
、
一
行
一
六
字
詰
め
。
法
量
は
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
細
線
の
墨
界
（
界
幅
二
・
三
㎝
、
界
高
二
五
・
五
㎝
）
を
施
す
。

　

第
四
紙
は
「
已
前
同
僧
法
事
並
皆
成
就
若
雖
言
竟
無
人
」
か
ら
始
ま
る
一
〇
行
分

で
、
一
行
一
六
字
詰
め
。
法
量
は
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
細
線
の
墨
界
（
界
幅
二
・
三
㎝
、
界
高
二
五
・
五
㎝
）
を
施
す
。

　

数
ミ
リ
程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
各
紙
と
も
ほ
ぼ
法
量
は
等
し
く
、
内
容
も

連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
一
体
の
品
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
筆
跡
も

一
貫
し
て
同
筆
で
、
一
行
一
六
字
詰
め
に
端
正
な
字
体
の
楷
書
で
書
写
さ
れ
る
。
聖

衆
来
迎
寺
本
と
同
じ
く
謹
厳
で
堂
々
と
し
、
洗
練
さ
れ
た
印
象
の
書
風
で
、
奈
良
時

代
後
期
（
八
世
紀
後
半
）
の
写
経
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
釈
文
〉（
／
は
改
行
箇
所
を
表
す
）

四
句
料
簡
。
前
三
句
由
不
知
故
得
戒
。
第
四
句
／
由
知
従
此
人
受
戒
不
得
故
不

足
数
。
所
以
／
文
中
及
十
誦
並
安
若
言
等
。
昔
人
以
体
不
／
合
故
不
足
。
即
将

破
戒
和
上
在
十
人
之
外
。
此
／
非
正
解
。
何
者
。
若
不
知
犯
。
則
不
得
輒
用
他

部
／
以
四
分
制
十
人
僧
。
若
知
他
犯
。
羯
磨
則
不
得
／
牒
以
実
知
非
比
丘
故
。

（
図
３
）
西
教
寺
本
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡　

第
一
紙

（
図
４
）
西
教
寺
本
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡　

第
二
紙
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十
誦
中
加
一
白
衣
。
亦
／
不
入
数
。
上
明
僧
相
。
並
形
同
出
家
。
相
有
濫
故
。

／
得
共
法
事
。
必
著
俗
服
相
形
明
了
。
亦
無
同
法
／
之
義
。
十
誦
白
衣
謂
本
受

戒
不
得
者
。
亦
有
／
受
後
難
縁
須
著
俗
服
者
亦
応
同
法
。
由
本
是
僧
／
即
知
。

作
法
之
時
窮
問
。
界
内
俗
人
之
中
頗
有
／
曽
受
具
戒
不
捨
者
。
不
要
答
無
者
方

無
別
衆
。
／
三
挙
之
人
。
謂
不
見
不
懺
悪
邪
不
捨
。
広
如
衆
／
網
中
。
滅
殯
者
。

謂
犯
重
已
挙
至
僧
中
白
四
／
除
棄
也
。
応
滅
殯
者
。
亦
犯
重
已
挙
来
至
僧
／
因

有
難
起
未
得
加
法
。
故
律
名
入
波
羅
夷
説
／
中
。
若
雖
犯
重
。
僧
未
委
知
。
而

別
人
内
知
。
未
被
／
糺
挙
。
或
不
自
言
僧
不
知
。
犯
重
衆
内
一
人
知
／
者
則
非

僧
数
。
並
入
応
滅
殯
中
。
第
三
体
／
雖
非
僧
。
托
縁
成
用
。
即
前
門
中
人
。
拠

未
自
言
／
已
前
同
僧
法
事
並
皆
成
就
。
若
雖
言
竟
無
人
／
知
者
亦
成
僧
用
。
由

相
中
無
違
便
得
弁
事
。
故
／
律
中
犯
戒
和
上
由
不
知
故
得
成
法
事
。
乃
至
／
辺

罪
並
安
若
言
文
言
云
。
当
以
肉
眼
知
他
持
犯
／
等
。
十
誦
云
。
若
犯
重
罪
人
。

賊
詐
作
比
丘
。
本
／
白
衣
時
破
戒
人
等
。
若
先
言
有
是
過
。
作
羯
磨
／
不
得
成
。

若
不
言
者
。
一
切
成
就
。
薩
婆
多
以
／
有
天
眼
者
不
説
人
悪
。
乃
至
若
聴
以
天

（
図
５
）
西
教
寺
本
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡　

第
三
紙

（
図
６
）
西
教
寺
本
の
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
断
簡　

第
四
紙
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写
経
綜
鑑
』
に
写
真
掲
載
さ
れ
た
個
人
蔵
の
三
行
分（
七
）、
お
よ
び
半
蔵
門
ギ
ャ
ラ

リ
ー
所
有
の
二
行
分（
八
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
刊
行
本
掲
載
の
図
版
な
ど
か
ら

眼
耳
／
看
僧
浄
穢
者
。
人
誰
無
過
。
但
有
大
小
無
往
不
／
見
。
若
開
説
者
。
則

妨
乱
事
多
。
故
不
聴
説
。
言
自

　

す
な
わ
ち
、「
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　

巻
上
」
の
う
ち
、「
足
数
衆
相
篇
第
三
」

の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
、
聖
衆
来
迎
寺
本
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
聖
衆
来
迎
寺

本
と
西
教
寺
本
の
間
の
テ
キ
ス
ト
は
、
近
い
箇
所
に
は
あ
る
も
の
の
繋
が
っ
て
は
お

ら
ず
、
前
者
が
後
者
よ
り
先
頭
に
近
い
部
分
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

書
写
者
の
関
係
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
は
一
見
し
て
、
同
一
筆
跡
と
考
え

ら
れ
る
。
聖
衆
来
迎
寺
本
と
西
教
寺
本
と
に
共
通
す
る
文
字
の
図
版
を
並
べ
て
比
較

し
た
と
き
、
一
層
あ
き
ら
か
で
あ
る
（
図
７
）。
墨
界
の
界
幅
や
界
高
も
ほ
ぼ
同
じ

数
値
を
示
し
て
お
り
、
一
行
一
六
字
詰
め
と
い
う
特
殊
な
字
詰
め
で
あ
る
こ
と
も
含

め
て
、
も
と
も
と
同
一
の
経
巻
か
ら
切
り
分
け
ら
れ
た
こ
と
を
疑
う
余
地
は
な
か
ろ
う
。

三
、
県
外
諸
家
所
有
の
行
事
鈔
断
簡
お
よ
び
諸
本
の
伝
来
に
つ
い
て

　

行
事
鈔
の
古
写
本
に
完
本
が
な
い
中
で
、
奈
良
時
代
書
写
の
断
簡
と
し
て
聖
衆
来

迎
寺
本
と
西
教
寺
本
以
外
に
、
他
家
所
収
の
経
切
が
県
外
に
も
存
在
す
る
。
す
な
わ

ち
、
国
宝
『
大
手
鑑
』（
陽
明
文
庫
所
有
）
の
中
に
八
行
分（
六
）、
田
中
塊
堂
『
日
本

（
図
７
）
聖
衆
来
迎
寺
本
（
上
）
と
西
教
寺
本
（
下
）
と
の
文
字
比
較

＊
同
一
写
経
生
の
筆
跡

見
比
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
滋
賀
県
内
の
も
の
と
筆
跡
が
類
似
し
て
い
る
。
と
く
に
、

陽
明
文
庫
本
と
半
蔵
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
は
少
な
く
と
も
、
聖
衆
来
迎
寺
本
お
よ
び
西

教
寺
本
と
同
一
筆
跡
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
互
い
に
僚
巻
（「
連
れ
」）

の
関
係
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
物
未
見
で
、
か
つ
墨
界
の
界
幅
や
界
高
な
ど
も
確
認

し
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
一
行
一
六
字
詰
め
の
特
殊
版
式
を
示
す
奈

良
時
代
後
期
の
行
事
鈔
が
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
も
と
も
と
一
具
で
あ
っ
た

（図８）国宝大手鑑本（右）と半蔵門ギャラリー本（左）
出典：『国宝　大手鑑（下）陽明文庫蔵』角川書店（1993）
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貴
重
本
を
経
切
れ
と
し
て
諸
家
で
競
っ
て
分
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
。

　

そ
れ
ら
の
伝
来
に
つ
い
て
少
し
考
え
た
い
。
聖
衆
来
迎
寺
本
に
つ
い
て
は
寺
島
典

人
氏
が
指
摘
し
て
い
る（
九
）よ
う
に
宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）付
け
の「
古
筆
箱
入
日
記
」

と
題
す
る
同
寺
文
書
に
「
経
切　

魚
養
御
筆
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中

期
以
前
に
聖
衆
来
迎
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
一
方
の
西
教
寺
本

に
つ
い
て
は
、
手
鑑
の
奥
書
に
「
明
治
三
十
一
年
盂
蘭
盆
会
／
沙
門
覚
湛
誌
」
と
記

さ
れ
る
が
何
時
か
ら
寺
に
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
残
存
部
分

が
西
教
寺
本
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
必
ず
し
も
西
教
寺
の
所
蔵
に
帰
し
た
時
期

が
聖
衆
来
迎
寺
に
比
し
て
新
し
い
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
聖
衆
来
迎
寺
と
西
教
寺

は
と
も
に
、
近
世
に
お
い
て
「
天
台
律
宗
」
と
呼
ば
れ
た
。
僧
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
両
寺
間
の
貴
重
経
典
の
分
蔵
は
む
し
ろ
自
然
な
行
為
で
も

あ
る
。
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、
奈
良
写
経
の
僚
巻
と
考
え
ら
れ
る
聖
衆
来
迎
寺
本

の
注
大
般
涅
槃
経
巻
第
十
（
県
指
定
）、
と
西
教
寺
本
の
注
大
般
涅
槃
経
巻
第
八
（
重

要
文
化
財
）
が
分
蔵
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
事
情
で
あ
る
。

　

た
だ
、
法
華
経
と
並
ん
で
天
台
宗
の
根
本
経
典
で
あ
る
涅
槃
経
の
古
写
経
が
台
麓

の
二
寺
院
に
あ
る
こ
と
と
、
南
都
で
重
ん
じ
ら
れ
た
四
分
律
の
注
釈
書
が
同
じ
二
寺

院
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
、
全
く
も
っ
て
意
味
が
異
な
る
。
聖
衆
来
迎
寺
本

に
白
点
（
東
大
寺
点
）、
お
よ
び
朱
点
（
仮
名
・
喜
多
院
点
）
の
あ
る
こ
と
は
先
に

触
れ
た
。
実
は
西
教
寺
本
に
も
同
様
の
訓
点
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
推
す
な
ら
、
平
安

期
に
東
大
寺
に
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世
に
は
興
福
寺
へ
伝
来
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
南
都
か
ら
近
江
へ
、
天
台
系
寺
院
へ
の
流

転
の
事
情
が
分
か
ら
ず
、
検
討
課
題
と
な
る
。

　

そ
こ
で
四
分
律
を
研
究
し
た
天
台
宗
安
楽
律
派
の
影
響
や
、
真
言
律
を
兼
学
し
た

江
戸
時
代
初
期
の
聖
衆
来
迎
寺
住
持
・
利
曳（
一
〇
）
が
も
た
ら
し
た
可
能
性
な
ど
、
想

像
は
す
る
も
の
の
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
聖
衆
来
迎
寺
本
の
表
紙
に
は
「
魚

養
」
と
墨
書
し
た
金
簽
を
貼
り
、
西
教
寺
本
も
奥
書
に
「
魚
養
筆
」
と
す
る
な
ど
、

と
も
に
朝
野
魚
養
筆
の
「
極
め
」
を
示
し
て
い
る
。
魚
養
は
も
と
忍
海
原
連
と
い
い
、

延
暦
一
〇
年
に
朝
野
宿
禰
の
氏
姓
を
賜
っ
た
平
安
時
代
初
期
の
医
家
・
書
家
で
、
本

経
が
示
す
年
代
観
と
は
異
な
る
た
め
、
筆
者
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　

だ
が
本
経
の
僚
巻
（
陽
明
文
庫
本
、
半
蔵
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
）
も
同
じ
く
魚
養
筆

と
極
め
ら
れ
て
い
る
。
と
な
る
と
教
学
上
、
も
し
く
は
信
仰
上
の
理
由
と
は
異
な
り
、

た
だ
た
だ
名
筆
と
し
て
各
家
に
珍
蔵
さ
れ
た
だ
け
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
南
都
興
福

寺
に
あ
っ
た
行
事
鈔
は
も
と
よ
り
朝
野
魚
養
の
筆
跡
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
手
跡

が
い
つ
し
か
「
魚
養
経
」
と
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
る
あ
ま
り
、
切
断
し
て
公
家
や
社

寺
等
の
諸
家
に
競
い
分
蔵
さ
れ
た
歴
史
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
滋
賀
県
有
数
の
名
刹
で
あ
る
聖
衆
来
迎
寺
と
西
教
寺
に
、
優

れ
た
奈
良
写
経
で
あ
る
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
貴
重
で
、
そ

の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。
今
回
、
経
典
名
と
断
簡
の
箇
所
を
明
示
で
き
た
こ
と
で
、

今
後
の
保
存
と
活
用
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 

（
い
の
う
え　

ま
さ
る
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課
主
幹

 

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
幹
）

　
註

（
一
）　

特
別
展
「
近
江
の
古
経
典
」
展
示
図
録
（
琵
琶
湖
文
化
館
、
一
九
八
五
）
五
三
頁
作
品

解
説
「
も
と
は
一
具
の
経
典
で
あ
る
」。

ま
た
、
文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
七　

書
跡
上
巻
（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
）
四
九
四
頁
の
各
家
所
蔵
「
注
大
般
涅
槃
経
」
の
解
説
に
、
西
教
寺
本
（
巻
八
）、

毘
沙
門
堂
本
（
巻
一
四
）、
西
方
寺
本
（
巻
一
九
）
お
よ
び
西
来
寺
本
（
巻
二
・
巻
一
二
）

に
つ
い
て
「
も
と
一
具
の
も
の
と
思
わ
れ
、
筆
跡
同
一
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
二
）　

高
橋
正
隆
『
和
紙
の
研
究
』
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
五

（
三
）　

そ
も
そ
も
経
論
な
ら
ぬ
律
蔵
に
つ
い
て
は
一
行
一
六
字
詰
め
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
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は
な
い
か
、
と
す
る
解
釈
も
耳
に
し
た
が
、
石
山
寺
所
有
の
「
十
誦
律
巻
第
五
十
二
」（
神

護
景
雲
二
年
五
月
十
三
日
称
徳
天
皇
願
経
）、
五
島
美
術
館
所
有
の
「
十
誦
律
巻
第
十
七
」

（
神
護
景
雲
二
年
五
月
十
三
日
称
徳
天
皇
願
経
）
は
と
も
に
一
行
一
七
字
詰
め
で
、
小
川

雅
人
所
有
の
「
五
分
律
巻
第
十
五
」
も
一
行
一
七
字
詰
め
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
そ
の

意
見
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
な
い
。

（
四
）　
『
日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店
「
日
本
古
典
文
学
大
系
七
〇
」、
一
九
六
七
）
三
八
四
〜
三

八
九
頁

（
五
）　

西
教
寺
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
の
寺
島
典
人
学
芸
員
か
ら
教
示

を
受
け
た
。
聖
衆
来
迎
寺
本
と
と
も
に
同
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
大
津
市
歴
史
博
物
館
『
大

津
歴
博
だ
よ
り
』N

o.120
（
二
〇
二
〇
）
誌
上
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
大
津
市
歴
史
博

物
館
開
館
三
〇
周
年
記
念
企
画
展
「
聖
衆
来
迎
寺
と
盛
安
寺
―
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
下

阪
本
の
社
寺
―
」
展
示
図
録
（
二
〇
二
〇
）
七
〇
頁
に
も
同
氏
に
よ
る
解
説
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
西
教
寺
本
行
事
鈔
と
と
も
に
手
鑑
「
古
写
経
片
紙
集
帖
」
に
貼
り
こ
ま
れ
て
い

る
他
の
経
切
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

①　

紺
紙
金
字
法
華
経　

現
状
法
量　

縦
二
七
・
〇
㎝
、
横
四
・
三
㎝　

二
行
分

②　

紺
紙
金
字
賢
却
経　

現
状
法
量　

縦
二
七
・
〇
㎝
、
横
五
・
七
㎝　

三
行
分

③　

 

成
唯
識
論
（
伝
解
脱
上
人
筆
）
現
状
法
量　

縦
二
六
・
〇
㎝
、
横
一
五
・
〇
㎝　

七
行
分

④　

伝
明
恵
上
人
筆
聖
教　

現
状
法
量　

縦
二
七
・
七
㎝
、
横
九
・
四
㎝　

五
行
分

（
六
）　

古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
編
『
国
宝　

大
手
鑑
（
下
）
陽
明
文
庫
蔵
』（
古
筆
手
鑑
大

成
第
十
二
巻
）
角
川
書
店
、
一
九
九
三

（
七
）　

田
中
塊
堂
『
日
本
写
経
綜
鑒
』
二
玄
社
、
一
九
五
三

（
八
）　

半
蔵
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（fufufu.com

）
二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
閲
覧

（
九
）　

寺
島
典
人
『
大
津
歴
博
だ
よ
り
』N

o.120

（
前
掲
）

（
一
〇
）
二
〇
〇
九
年
に
御
住
職
の
依
頼
に
よ
り
筆
者
が
概
要
調
査
を
行
っ
た
新
出
古
文
書
群
に

よ
っ
て
、
慶
長
期
こ
ろ
の
聖
衆
来
迎
寺
住
持
・
利
曳
が
西
大
寺
流
の
真
言
律
を
兼
学
し
、

高
島
郡
阿
弥
陀
寺
（
現
在
も
高
島
市
新
旭
町
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
）
を
兼
住
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
結
果
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
一
日
に
滋
賀
の
文
化
財

講
座
「
打
出
の
コ
ヅ
チ
」
の
第
六
回
「
聖
衆
来
迎
寺
の
新
出
資
料
」
で
発
表
し
て
い
る
。

古
文
書
は
現
在
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
寄
託
。

〈
参
考
文
献
〉

西
本
龍
山
訳
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』（
國
訳
一
切
經
和
漢
撰
述
部　

律
疏
部
一
）

大
東
出
版
社
、
一
九
三
八

＊　

本
稿
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
所
有
者
で
あ
る
聖
衆
来
迎
寺
の
山
中
忍
恭
住
職
、
西

教
寺
の
寺
崎
豊
好
師
、
陽
明
文
庫
の
名
和
修
文
庫
長
に
調
査
や
図
版
掲
載
に
か
か
る
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
寺
島
典
人
氏
・
鯨
井
清
隆
氏
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
）、
土
井
通
弘
氏
（
就
実
大
学

名
誉
教
授
）、
宇
都
宮
啓
吾
氏
（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）、
井
上
ひ
ろ
美
氏
（
文
化
遺
産
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
代
表
）
か
ら
は
直
接
・
間
接
に
多
く
の
ご
教
示
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各

種
の
情
報
提
供
を
得
ま
し
た
。
と
く
に
、
寺
島
・
鯨
井
・
宇
都
宮
の
三
氏
は
二
〇
二
〇
年
六
月

三
日
、
展
覧
会
準
備
の
た
め
に
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
聖
衆
来
迎
寺
所

有
の
文
化
財
を
調
査
さ
れ
、
経
典
類
の
知
見
を
筆
者
へ
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
四
分
律

刪
繁
補
闕
行
事
鈔
」
を
奈
良
写
経
と
し
て
評
価
し
、
県
指
定
す
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
明
記
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
田
澤
梓
氏
に
は
原
稿
の
編
集
・
校
正
等
の
一
切
に
お
い
て
、

格
別
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

関
係
者
に
対
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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